2011年度 全日本学生ヨット選手権個人戦 北海道予選
帆走指示書
1． 規則

１．１　本大会は「セーリング競技規則2009～2012」以下：RRSに定義された規則
を適用する。
１．２　本大会は、付則Pを適用する。

１．３　「全日本学生ヨット連盟規約」を適用する。

１．４  レース公示と帆走指示書が矛盾する場合、帆走指示書を優先する。
2．  広告

主催団体によるその他の広告掲示の要求はない。
3．  競技者への通告
競技者への通告は、陸上本部に設置された公式掲示板に掲示される。
4．  帆走指示書の変更
「帆走指示書」（以下「指示」）の変更は、それが発効する当日の最初のスタート
予告信号予定時刻の80分前までに陸上本部の公式掲示板に掲示する。
ただし、レース日程の変更はそれが発効する前日の18 時までに陸上本部の
公式掲示板に掲示する。
5．  陸上で発する信号
５．１　陸上で発する信号は陸上本部の信号柱(ハーバーハウス２F)に掲揚する。
５．２　ＡＰ旗が音響信号２声と共に掲揚された場合、レースを延期する。この場合は出艇
　　　　してはならない。
また、ＡＰ旗が音響信号１声と共に降下した場合、予告信号は降下後60分以降に
発せられ、出艇が許可される。但し出艇前には出艇申告をしなければならない。
これはRRS レース信号を変更している。

５．３　Ｂ旗とクラス旗が音響信号２声と共に掲揚された場合は「当該クラスの抗議の受付
　　　　　を開始した」ことを、音響信号１声と共に降下した場合は「抗議の受付を締め切った」　

ことを意味する。
6．  レース日程
天候その他の事情により、競技日程はレース委員会において変更することができる。 
 第１レースならびに２日目の最初のレースは国際４７０級、国際スナイプ級の順に
５  分間隔でスタートするものとする。以降のレースも同様とする。
          　  他のレースについては想定予定信号時刻を記載するが各クラス終了後、随時変更する
レース日程は次の通りとする。
本大会は各クラスともに８レースを予定し、各クラス２レースを持って成立する。
　　　　１日に行うレース数には制限は設けない。
７月１７日（日）　　運営会議　                                                     ７：３０

　　　　　　　　　　　艇長会議                                                    　７：５０　

　　　　　　　　　　　開会式                                                    　　８：００

　　　　　　　　　　　４７０級第１レース予告信号　　　　　９：３０

　　　　　　　　　　　スナイプ級第１レース予告信号　　　　９：３５

　　　　　　　　　　　４７０級第２レース　　　　　　　　１０：５０
　　　　　　　　　　　スナイプ級第２レース　　　  　 　 　１０：５５
　　　　　　　　　　　４７０級第３レース　　　　　　　　１２：１０
　　　　　　　　　　　スナイプ級第３レース　　　　  　　  １２：１５

　　　　　　　　　   　 ４７０級第４レース　　　　　　　　１３：４０
　　　　　　　　　　　スナイプ級第４レース　　　　  　  　１３：４５
　　　　　　　　　　　４７０級第５レース　　　　　　　　１５：００
　　    　　　スナイプ級第５レース　　　　　　１５：０５
＊但し当日の４７０級の最終予告信号は１５：３０を超えない。
　７月１８日（月）    　運営会議　                                                     ７：３０

　　　　　　　　　　　艇長会議　                                                     ７：４０
　　　　　　　　　　　４７０級第６レース予告信号　　　　　９：１５
　　　　　　　　　　　スナイプ級第６レース　　　　　　　　９：２０
　　　　　　　　　　　４７０級第７レース　　　　　　　　１０：３５
　　　　　　　　　　　スナイプ級第７レース　　　　　　　１０：４０
　　　　　　　　　　　４７０級第８レース　　　　　　　　１１：５５
　　　　　　　　　　　スナイプ級第８レース　　　　　　　１２：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　＊但し当日の４７０級の最終予告信号は１３：００を超えない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7．  クラス旗
　　　　　　　　　　　　クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旗

                      国際４７０級　　　　　　　　　　　　　　　　４７０旗

　　　　　　　　 　 国際スナイプ級                            スナイプ旗　
　　　　　　　　　　　　 
8．  レースエリア
レースエリアは北海道小樽市祝津ヨットハーバー沖の概ね添付「レースエリア図」 　　

に示す海面であるが風向によっては移動する場合がある。

9．  コース
９．１　添付「コース図」は、レグの間の概ねの角度、通過すべきマークの順序及び
各マークをどちら側に見て通過するかを含むコースを示す。
９．２　予告信号より以前に、レース委員会艇の信号艇（以下「本部船」）に第１マーク　

　　　　のおおよそのコンパス方位を掲示する。
９．３　艇の帆走するコースの指示は次の通りとする。コースを示す国際信号旗（数字旗）
　　　　は予告信号１分前に掲揚され、長音１声が発せられる。スタート後４分間掲揚する。
数字旗１が掲揚された場合はコース１、数字旗２が掲揚された場合はコース２とする。
１０．マーク
１０．１　マーク１，２，３ は数字で１，２，３ と表示されたオレンジの三角錐のブイと
　　　　  する。コース変更による変更後のマークは円筒形の黄色のブイを使用する。
１０．２　スタートマークはスタートラインのスターボードの端にある「本部艇」とポート
　　　　　の端にあるアウトサイドマークとする。
１０．３　フィニッシュマークはスターボードの端にある青色旗を掲揚したフィニッシュ
マーク艇とアウトサイドマークとする。
１１．スタート
１１．１　スタートラインは、スターボード側の「本部船」のオレンジ旗を掲揚している
マストまたはポールとポートの端にあるアウトサイドマークの間とする。
１１．２　他クラスのスタートの間、予告信号が発せられていないクラスの艇はスタート
ラインから約50メートル以内の範囲及びコースサイドから離れ、既に予告信号が
発せられたクラスの艇を避けなければならない。
１１．３　艇はスタート信号４分以降にスタートしてはならない。それ以降にスタートした
　　　　　艇は審問なしにD N Sと記録される。これは付則Ａ4およびＡ11を変更している。
１２．黒色旗適用に伴う表示

RRS30.3に定められたセール番号の掲示は、「本部船」の後部に掲示する。

１３．スタート後のコースの次のレグの変更
レグの長さの変更を示す「＋」及び「－」の掲示は行わない。
これはRRS33(b)を変更している。
１４．フィニッシュ
フィニッシュラインは、青色旗を掲揚したフィニッシュマーク艇の、オレンジ色旗
を掲揚しているポールと、アウトサイドマークの間とする。
１５．ペナルティーの履行報告

RRS 44.1に基づきペナルティーを履行した艇は、プロテスト委員会事務局で入手
できる所定の用紙に記入の上、抗議受付時間内にプロテスト委員会事務局へ提出
しなければならない。

１６．タイムリミット
１６．１　レースは約50分から60分で先頭艇がフィニッシュできるよう運営される。

　　　　　レース終了に要する時間の長短については救済要求の理由にならない。

これはRRS62.1(a)を変更している。

各クラスのタイムリミットはRRS 28.1に基づき、かつRRS30.1、30.3 に
違反しないでスタートした先頭艇のフィニッシュ後15分後とする。
１６．２　「指示」16.1 に定めるタイムリミットまでにフィニッシュしなかった艇は
審問なしにフィニッシュしなかったD N Fと記録される。
これはRRS35と付則 Ａ4およびＡ5 を変更している。
１７．スタート後のコース短縮またはレース中止
１７．１　レース委員会は　RRS32 に基づく理由によるコースの短縮またはレースの中止の
　　　　　他にスタート後おおよそ20分以内に先頭艇が最初のマークに到達しない場合は
レースを中止することができる。
また、スタート後おおよそ60分以内に先頭艇がフィニッシュできそうにないと想定
される場合、レース委員会はコースを短縮またはレースを中止することができる。
これはRRS32.1 を変更している。
１７．２　スタート信号後にレースを中止する場合、その旨をレース艇に知らせるために
「本部船」以外の各レース委員会艇にもＮ旗、Ｎ＋ Ｈ 旗を掲揚することがある。
ただし、信号艇以外の各レース委員会艇が行うＮ 旗の降下については、
RRSレース信号「予告信号は降下の1 分後に発する」の意味は持たないものとし、
また音響の無声も無視されるものとする。
これはRRSレース信号及びRRS32.1 を変更している。
１８．抗議、救済要求および審問再開要求
１８．１　抗議、救済要求および審問再開要求は、プロテスト委員会事務局
（ハーバーハウス２Ｆ）で入手できる用紙に記入のうえ、プロテスト委員会
事務局に提出しなければならない。
１８．２　抗議締切り時刻は、当日の各クラスの最終レース終了時刻後60分
とする。ただし、プロテスト委員会の裁量により、この時刻を延長することがある。
抗議締切り時刻は公式掲示板に掲示する。
１８．３　レース委員会またはプロテスト委員会によるRRS61.1(b) に基づく艇への
抗議の通告は抗議締切り時刻までできるだけ早急に公式掲示板に掲示される。
１８．４　付則P に基づき、RRS42 違反のペナルティーを課せられた艇の一覧は、
公式掲示板に掲示される。
１８．５　プロテスト委員会は、ほぼ受付順に審問を行う。競技者への審問の時刻、場所、
　　　　　当事者および証人として指名された競技者への通告は、抗議締め切り時刻後
15分以内に公式掲示板に掲示する。

１８．６ 「指示」5.2、11.2、15、20、22.1、22.2、23.2、23.3、25、26

 　　　　 およびクラス規則の違反は艇による抗議の根拠とならない。これはRRS60.1(a) を
変更している。これらの違反に対してはプロテスト委員会の裁量による
ペナルティー（失格を含み、D P I と記録する）が課せられることがある。
１８．７　審問の当事者による審問再開要求は、7月17日に判決を通告された審問に
ついては、翌日の8:00までに、7月18日に判決を通告された審問については、
判決を通告されてから15分以内に、提出されなければならない。
これはRRS 66を変更している。
１８．８
審問の判決は公式掲示板に掲示される。7月18日のプロテスト委員会の判決に対する
救済要求は、判決の掲示から15分以内でなければならない。これは、RRS 62.2を
変更している。

１９．得点
１９．１　RRS付則Ａの低得点方式を適用する。

１９．２「指示」20.3,20.4,20.5 の申告に関する手続きに誤りがあった艇に対して、
レー ス委員会は審問なしにP T P と記録し確定順位＋3 点の得点を与える。
ただし, 各クラス参加艇数＋1 点を上回らない。

20.3,20.4違反は当日の最初のレース、20.5違反は当日の最終レースに適用する。

これはRRS63.1、付則Ａ4 およびＡ5 を変更している。

１９．３　参加艇数とは、各クラスに参加が認められた艇の数とする。
１９．４　クラス別の順位は、実施されたレース数が５回を超えた場合は１レースをカット

した上位のレースの総得点、５回未満の場合は行われた全レースの総得点とする
なおこれは付則Ａ2を変更し ている。

１９．５　タイについては各クラスとも付則Ａ8を適用する。

１９．６　本大会は各クラスとも有効２レースにて成立とする。
２０．申告
２０．１　参加登録した艇で、当日のレース(またはそのレース) に出走しない艇は
レース委員会事務局（以下「レガッタ・オフィス」）にてレース委員会にその旨を
申告(以下この申告は D N C 申告)しなければならない。
２０．２　D N C 申告は、各クラスの出艇申告が許可されてから20分間受け付ける。該当
する艇の艇長はこの時間内に申告しなければならない。
２０．３  D N C 申告の取り消し   D N C 申告をした艇が、予定されたレースに復帰する
場合は「レガッタ・オフィス」においてD N C申告の取り消しを届けなければ
ならない。D N C 申告の取り消しをしない艇は出艇してはならない。
予定されたレースが行われなかった場合には、既に提出された D N C 申告は
レース委員会によって取り消される。
２０．４　出艇申告は各クラスの予告信号の80分前から受け付ける。出艇する船長は、必ず
「レガッタ・オフィス」に用意される署名用紙に署名しなければならない。
２０．５  帰着申告は艇長の署名をもって行う。帰着した艇の艇長は帰着後直ちに
「レガッタ・オフィス」に用意される署名用紙に署名しなければならない。　
帰着申告は 各クラスのレース終了後(引き続きレースが行われた場合は、
そのレース終了後)60分間受け付けられる。
ただし、レース委員会の裁量によりこの時間を延長することがある。
２０．６　リタイアしようとする艇及び、引き続き行われるレースに出走しない艇は
速やかにレース海面を離れ、リタイアの意志を近くのレース委員会艇に
伝えなければならない。 やむを得ずレース委員会艇にその旨を伝えることが
できなかった場合はリタイア申告書にその理由を記入しなければならない。
 艇長は帰着後直ちに「指示」20.5 の帰着申告を行った上、リタイア申告書を
「レガッタ・オフィス」に提 出しなければならない。　リタイア申告書は引き続きレースが予定されている場合、そのレースに対してもD N C 申告をしたことになる。したがってリタイア申 告をした艇が、予定されたレースに復帰する場合には
「指示」20.3 の手続きを行わなければならない。
２１．安全規程
２１．１　艇の乗員は、離岸して着岸するまでの間、有効な浮力をもつ個人用浮揚用具
(ライフジャケット) を着用しなければならない。ただし、短時間に衣類を着脱
する場合にはこの限りではない。
これは競技規則第４ 章前文およびRRS40 を変更している。
２１．２　レース艇が自ら救助を求める場合は救助する艇に対して片手を高くあげて合図を
　　　　　送ること。
２１．３　レース委員会は、危険な状態にあると判断したレース艇に対してリタイアの勧告
　　　　　及び強制的に救助を行うことができる。
２２．乗員の交代と装備の交換

２２．１　競技者の交代枠は当日のレースで１名とする。
出走するレースの予告信号以前に「本部船」へ口頭にて届け出し、許可を
得なければ乗員の交代は認められない。

２２．２　損傷または紛失した装備の交換はレース委員会の承認なしでは許可されない。
　　　　　交換の要請は最初の妥当な機会に行われなければならない。

２３．装備と計測のチェック
２３．１　艇は装備がクラス規則と帆走指示書に従っていることを確認するためにいつでも
検査されることがある。
２３．２　スナイプ級の艇はパドルを積載しなければならない。
２４．３　曳航用のロープは各クラスルール規則に適合したものを使用しなければならない。
２４．運営艇
運営艇の標識は以下の通りとする。
・レース委員会艇 
(信号艇・マークボート艇・フィニッシュマーク艇)　      オレンジ色旗
 但しフィニッシュマーク艇は青色旗を併用して掲揚する。
・プロテスト委員会艇　　     　  　 　　　　　　　　　　　　　  赤色旗
・委員会が管理する船舶　
救助艇・交代要員待機艇　　　　           　　    　  　 　    白色旗

　　 　支援艇（レース委員会に登録し、許可された艇）　　　　　 　　緑色旗
２５．無線通信
緊急事態を除き、艇は海上において無線の送受信を行ってはならない。
この制限は携帯電話及びG P S にも適用する。
２６．ゴミの処分
艇は水中にゴミを捨ててはならない。ゴミは各艇が責任をもって処理しなければ
ならない。
２７．賞
　　　　賞を次の通り与える。

　　　　　 各クラス　　　　優勝、準優勝および3位　・・・・・賞状を授与する

２８． 責任の認否
本大会は競技者が自分自身の責任(RRS 4「レースすることの決定」参照) において
参加することが条件であることから主催団体は大会前、大会中、または大会後に
生じた物的損傷及び身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。
２９． 規則違反によって生じた損害の補償
主催団体は、規則等に違反した艇の乗員に対して、その規則違反によって生じた
全ての損害の補償を命ずることができる、なお、損害の補償に関しては、
レース委員会の査定に従うものとする。
＊　帆走指示書に関する質問
帆走指示書は平成23年7月14日（木）までに北海道学生ヨット連盟HPもしくは
各校学連担当・主将に送付する。
帆走指示書に関する質問は平成23 年7月16 日（土）までに

問合わせ先：saltsaltsalt40@gmail.comでe-mail にて受付ける。
回答は大会会場の陸上本部の公式掲示板に掲示する。
_
添付　　「レースエリア図」
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添付　　「コース図」
　コース　１
S－１－２－３－１－３－F
数字旗　１
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コース　２
　
S－１－３－１－３－F
数字旗　２
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